





















German is said to have better retained syntactic features derived from Proto-Germanic, 
including the strong and weak adjectival declensions. However, a close examination of the 
development of the mixed declension reveals that there was some restructuring in the 
nominal inflectional system and a new compositional way of expressing morphosyntactic 
information was established. This paper also tries to show that the characteristics of this 
development can be thought of as an example of exaptation within the grammaticalization 
theory.










主格 er es e e
属格 en en er er
与格 em em er en
対格 en es e e
弱変化 単数 複数
男性 中性 女性
主格 e e e en
属格 en en en en
与格 en en en en
対格 en e e en
混合変化 単数 複数
男性 中性 女性
主格 er es e en
属格 en en en en
与格 en en en en
対格 en es e en
表２　現代アイスランド語の形容詞の語尾変化（3）
強変化 単数 複数
男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 ur t ─ ir ─ ar
属格 s s rar ra ra ra
与格 um u ri um um um
対格 an t a a ─ ar
弱変化 単数 複数
男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 i a a u u u
属格 a a u u u u
与格 a a u u u u













主格 ein neues Haus
与格 einem neuen Haus
所有冠詞
主格 mein neues Haus
与格 meinem neuen Haus
定冠詞
主格 das neue Haus
与格 dem neuen Haus
オランダ語
不定冠詞 een nieuw huis
所有冠詞 mijn nieuwe huis
定冠詞 het nieuwe huis
デンマーク語
不定冠詞 et nyt hus
所有冠詞 mit nye hus






主格 nýja húsið mitt


















































男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 er az iu e iu o
属格 es es era ero ero ero
与格 emu emu eru em em em
対格 an az a e iu o
弱変化 単数 複数
男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 o a a on un un
属格 en en un ono ono ono
与格 en en un om om om
対格 on a un on un un
表５　中高ドイツ語の形容詞の語尾
強変化 単数 複数
男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 er ez iu e iu e
属格 es es er er er er
与格 em em er en en en
対格 en ez e e iu e
弱変化 単数 複数
男性 中性 女性 男性 中性 女性
主格 e e e en en en
属格 en en en en en en
与格 en en en en en en
対格 en e en en en en
表６　ドイツ語の強変化と弱変化の変遷（9）
古高ドイツ語 初期新高ドイツ語 現代ドイツ語
不定冠詞 強変化 強変化または弱変化 弱変化（一部強変化）
所有冠詞 弱変化 弱変化または強変化 弱変化（一部強変化）






































































































































（６）  Vgl. Sonderegger （1979: 101ff.）.
（７）  Vgl. Törnqvist （1974: 319ff.）, Ramat （1981: 78ff.）.
（８）  Vgl. Behagel （1923: 170f.）.
（９）  Demske （2001） 82ページの表12をもとに作成。ただし本表はおもな組み合わせをまとめたもの
で、網羅的ではないことに注意されたい。初期新高ドイツ語までは強語尾と弱語尾の選択の自由度が
高かったので、たとえば定冠詞のあとに強変化語尾が見られることもある。本論文ではそうした詳細
には立ち入らない。Vgl. Brinkmann （1969）, Behagel （1923: 169-225）, Braune （1987）, Paul （1998）, 








（13）  Vgl. Ronneberger-Sibold （2010a）, Szczepaniak （2010）, Demske （2001）, Ebert （1993）.
（14）このパラメータに言及した文献はおそらく多数にのぼると思われるので、ここでは各パラメータ
甲斐崎　由典186
の解説は繰り返さない。「オリジナル」であるLehmann （2002b: 108ff.）の他、日本語では宮下（2006: 
26ff.）、ドイツ語ではSzczepaniak （2009: 19ff.）やGirnth （2000: 86）などを参照。またNorde （2009: 
123ff.）は反文法化degrammaticalizationの分析のために、６つのパラメーターを１次文法化primary 
grammaticalizationと２次文法化secondary g.で区別して詳細な検討を加えている。
（15）Lehmann （2002b: 110）を元に作成。日本語訳は宮下（2006: 27）による。
（16）ただし構造スコープ度は６つのうちもっとも批判・反論の多いパラメータである。Vgl. Girnth 
（2000: 89ff.）, Norde （2009: 126ff.）.
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